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では、何を評価するのですか？

そのときに、重視すべき点は何でしょうか？

そのために、具体的にどのような工夫が必要ですか？

道徳科の目標は、よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うこ
とにあります。しかし、道徳性が養われたか否かは、容易に判断で
きるものではありません。

道徳性を養うことを学習活動として行う道徳科の指導では、児童生
徒の学習状況や道徳性に係る成長の様子を継続的に把握し、評価
することが求められます。

「一面的な見方から多面的・多角的な見方へと発展しているか。」そし
て「道徳的価値の理解を自分自身との関わりの中で深めているか。」
これらの点を重視し、道徳科の学習活動に着目して評価をします。

児童生徒の人格そのものに働きかけ、道徳性を養うことを目標とす
る道徳科では、観点別評価（観点ごとにABCの段階を付ける評価）
や数値による評価、他の児童生徒との比較による評価は、妥当では
ないと考えられます。

例えば、
・児童生徒の学習の過程や成果などの記録を計画的にファイル
に蓄積したもの
・児童生徒が道徳性を養っていく過程での児童生徒自身のエピ
ソードを蓄積したもの
・作文やレポート、スピーチやプレゼンテーションなど具体的な
学習の過程
・児童生徒が行う自己評価や相互評価
などを活用することが考えられます。

（1）児童生徒の何を評価するのだろう？

（2）どのように評価するのだろう？

道徳科の評価3
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１ 桜の色の話 志村　ふくみ

２ いのちの尊さを自覚しましょう 上田　正昭

３ 「いのち」を深く愛する 中西　進

４ サンゴの心配 日

５ Ｔさんとアフリカの子どもたち 徳川　輝尚

６ 心の痛みを分かち合う 安藤　仁介

７ 「デクノボー」になりたい 山折　哲雄

８ 祖父の話 小寺　正一

９ 自分をつくる楽しさ 衣笠　祥雄

10 見ること、見せること 茂山千三郎

11 言葉の力 坪内　捻典

 ー俳句との出会いなどー

12 感動する心、熱中する心 鈴木　俊哉

13 木版画であらわす日本の美 木田　安彦

14 美しきふるさと京都 崔　　善今

15 わたしが出会った日本 ドナルド＝キーン

16 日本で育ちゆくきみたちへ 千　　玄室

１ 長寿国・日本とは？ 山折　哲雄

２ 君の胸にも勲章を 伊藤　謙介

３  中村　桂子
 考えよう

４ 人道の輝く世紀を目指して 上田　正昭

５ 医者という仕事 澤田　淳
 ー人間の病と健康を見つめてー

６ そして今日もまた 向山　ひろ子

７ 友達をつくる 梶田　真章
 ー傷つくことを恐れすぎないー

８ 善き思いを抱き、善き行い 稲盛　和夫
 をする

９ 音楽と人の心 廣瀨　量平

10 シンパシー（共感）を 村田　純一
 たいせつに

11 ライフワーク　ー映画の魅力ー 龍村　仁

12 わたしと自然、自然な自由 西島　安則

13 母なる自然の恵み 河合　雅雄

14 ぼくのだいすきな日本 久木　久代

15 国の言葉と文化 曺　　承鉉
 ー日本語と韓国語ー

16 一期一会の教え 千　　玄室
 ー平和への祈りを深めるー

17 道徳の源は母心 梅原　猛

中学校編

京都府教育委員会では、この指導

資料を活用して指導を進める際の

参考例として、実践事例集を作成し、

ホームページで公開しています。

http://www.kyoto-be.ne.jp/

knavi/asuhenotobira/

　「京の子ども　明日へのとびら」は、「これはま
さに、英知を結集した人生読本」と新聞報道され
るなど、京都府はもとより他府県の多くの方々か
ら好評を博し、平成 19 年７月から小・中学校版を
１冊にまとめて市販されています。

小学校・高学年編
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記述する上で、留意すべき点は何ですか？

では、どのように評価するのですか？

観点別評価や数値による評価ではなく、記述式で行います。また、
他の児童生徒との比較ではなく、児童生徒がいかに成長したかを積
極的に受け止めて認め、励ます個人内評価として行います。

個々の内容項目ごとではなく、大くくりなまとまりを踏まえた評価と
することです。そのためには、1単位時間の授業だけでなく、年間
や学期といった一定の時間的なまとまりの中で、児童生徒の学習状
況や道徳性に係る成長の様子を把握する必要があります。

通知表では、保護者にわかりやすく示すことも大切だ
と思うので、ある授業における児童生徒の学習の様子
や発言などを基に記述してもよいのでしょうか。

学習指導要領解説「特別の教科　道徳編」の評価に関する記載は、
指導要録への記述を前提としたものであり、学校が独自に作成する
通知表について示したものではありません。ただし、一般的に指導
要録と通知表は連動したものであることを考慮すれば、基本的な考
え方は同じだと言えます。その点を踏まえた上で、通知表について
は、ある授業において特に顕著であると認められる児童生徒の状況
や様子を取り上げることもあり得るでしょう。その際には、具体的に
内容項目を示すのではなく（個別の内容項目の評価はしないので）、
教材名を挙げて記述するのが望ましいと思われます。

・発達障害等のある児童生徒が抱える学習上の困難さの状況を踏まえ
た指導及び評価上の配慮を行うこと。

・海外から帰国した児童生徒や日本語習得に困難のある児童生徒等に
ついても、一人一人の状況に応じた指導と評価を行うこと。

・また、道徳科の評価は調査書に記載せず、入学者選抜の合否判定
に活用することのないようにすること。

などの点に留意してください。

その他にも・・・
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